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ユースケースモデルに基づく
動的モデル作成支援環境に関する研究

山崎 英和

北陸先端科学技術大学院大学 情報科学研究科

2001年 2月 15日
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一般的にソフトウェアシステム開発は複雑な仕事であり，正確に動作する信頼性のある
システムを開発するためには，いくつかの異なる側面を考慮しなければならない．しか
し，その複雑性のためすべての要求を同時に取り扱うことは困難である．オブジェクト指
向開発方法論では，システム開発でいくつかの異なるモデルを用いることによりこの複雑
さを扱う方法が提案されてきた．
すべてのシステムには静的構造と動的振る舞いがある．動的モデルはシステムの振る舞

いを表現し，システム実行中のさまざまな時点で，オブジェクトがどのように相互作用を
するのか記述するために最もよく使われる．ここでいう動的モデルとはあるクラスのイベ
ント，状態，そして状態遷移を状態遷移図として表現したものである．これは，統一モデ
リング言語 (UML)でいう状態図に相当するものである．
一般的にシステムに対する要求機能はユースケースモデルにより定義される．ユース

ケースモデルはシステム境界を明確にし，システムが持つ機能をユースケースによって定
義するモデルである．各機能を表すユースケースは，それを達成するためのイベントフ
ローをシナリオとして自然言語で記述されている．ユースケースモデルは，システム開発
の分析，設計，実装，テストの各段階において，すべてのモデルの作成を制御する．これ
は，すべてのモデルがユースケースによって定義された要求機能を実現したものでなけれ
ばならないという制約によるものである．これをユースケース主導開発と呼ぶ．
実際の開発においてはシステムに対する要求仕様は何度も変更され，その都度，ユース

ケースモデルに対して新しい機能の追加，あるいは機能の修正といった変更が行なわれ
る．システム開発で作成されるすべてのモデルはユースケース主導開発によって作成され
るため，ユースケースモデルが変更された場合，各モデルもそれに応じて変更する必要が
ある．
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そのため，動的モデルはユースケースモデルに基づいて何度も作成/変更される．しか
しこのプロセスでは，ユースケースモデルが変更される度に開発者自身が動的モデルを作
成/変更する必要があり，効率的な開発を行なうことが難しくなっている．
そこで，本研究ではユースケースモデルに基づく動的モデル作成を支援する計算機環

境を構築し，この環境を利用した動的モデル開発方法を提案する．これによって，ユース
ケースモデルの変更を動的モデルに反映させることが容易になり，変更に対して柔軟で効
率的な開発が行なうことが可能になる．
動的モデルはオブジェクト間の振る舞いをイベントと状態を用いて記述したものであ

る．そのため，ユースケースモデルからオブジェクトとその間のメッセージシーケンスを
抽出することによって，計算機を用いて動的モデルを生成するというアプローチをとった．
ユースケースのシナリオには各機能を実現するためのイベントフローが記述されてい

るため，そこからメッセージシーケンスを抽出することは比較的容易なことである．しか
し，シナリオは自然言語で記述されるため，計算機を用いてシナリオからメッセージシー
ケンスを抽出することは困難なである．そのため，一般的にユースケースのメッセージ
シーケンスを記述するモデルとして使用されているシーケンス図を用いて形式的な記述
を与えることとした．
通信分野ではメッセージシーケンスの記述に，標準言語メッセージシーケンス図 (MSC)

が広く使われている．この言語の特徴は，グラフィカルな構文とそれに対応するテキスト
形式構文を持ち，それぞれに形式的なシンタクスが与えられていること，そしてメッセー
ジシーケンスの構造を扱うための概念が用意されていることである．そのため，本研究
ではMSCを用いてメッセージシーケンスを形式的に記述することにした．また，動的モ
デルを作成するために，メッセージシーケンスの構造とメッセージのやり取りに伴うオブ
ジェクトの振る舞いをより詳細に記述する必要があるためMSCの再定義を行なった．
また，本研究では作成する動的モデルとして可読性と再利用性に優れているObTS と

ObTSに基づく仕様記述言語ObCLを用いることにし，MSCからObCLに変換する環境
を構築した．生成された ObCLコードは，ObCLコンバーターによってMLコードに変
換され，シミュレーターObML上で実行/テストすることができる．この結果をフィード
バックすることによって分析/設計の段階で動的モデルを洗練することができる．
最後に，本研究で構築した動的モデル作成支援環境を用いてユースケースモデルから動

的モデル作成までの一貫した開発方法を提案し，例題によってその方法の効率性と柔軟性
を確認した．
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